











能、認知機能が低下していることが多く、 室内排世 (ポータブ?ル)fこする場合がある。 また、治療上
の安静によって一次的にオムツ装着を開始したはずが、長期化する事例もみられた。















今年は、トイレで、排f世キャンベーンの第2弾と して 「オムツ改革j に取り組んでいる。まずは、可
動域を制限しないように良質のオムツを正しく装着すること、更におしめからの離脱に積極的に関わ
っている。
このようにして排世の自立を目標に実践することは、在宅療養のチャンスを拡大させ、看護師にと
っても倫理的行動への意識を高める機会となったO
